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三河.地震の験測結果報告ー
.... . 

e . 

金 津 茂 夫

昭和 19年 12月 7日の東海道，南海道の各束手、に津浪を伴ふ甚大な被害を生じた東南海地震後約一

ヶ月を経て，昭和 20年 1月 13日3時 38分頃愛知懸渥美i警に局部的にではあ:るが相嘗大きな被害を

生じた地震が護生した。震央が陸地に極めて接近してゐた矯東南海地震巳比較じてその規模は逢か

に小さかったにも拘ら十、震央近接地域では人畜の死傷，家屋の倒壊等の被害を生じた。叉著るしい

地受としては断唐を生じた。

との地震について全閣の測候所よりの報告に基き，一般的な事柄について調をした結果を簡単に

報告する。命中央気象蓋に送付された記象紙を験測した結果，護震時・初動等については多少訂正

した個所もあり叉省略したものもあるが，大韓にjないて各地より報告されたもの L遇りであるO

. I ~ 震度分布

各測候所よりの報告による震度表及び震度分布園は衣に示す如くである。

第一表震度 表

V. 津

皿岐阜，飯田，名古屋，亀山，伊吹山，敦賀

(橿原直内〉荒神巌，玉置山、南三庄，丹波市(松本直内〉宗賀

〈京都匡内〉伏見，大原，亀岡，園部 〈橿原直内〉王寺，曾爾 (松本直内〉北山

〈岐阜直内〉御崇，金山〈岐阜直内〉中津，黒111，北方i大井，大垣

sI' .、松本，彦根，尾鷲，橿原，京都，三島，神戸，和歌山，潮岬，洲本，鳥取，輪島，

(甲府直内〉日下部，宮本，大月 z原，山中，噌富，身延，谷村 (横潰E内〉大備、

静岡，御前崎

員鶴，松田~ (米子直内〉境，鹿野 (京都E内〉比叡山，田建，宇治，愛宕山，

富本，周山，擢山，、知井，下和知、 〈橿原匡内〉高山，榛原 (松本直内〉朝日，

信濃坂，上諏訪，安曇，坂井，豊科 I(岐阜直内〉東横山，気良，春日，美濃，

闘ケ原，土岐津，徳山，岩村，八幡，楢見，末田J葛原，下呂

II . 秩父，金津，船津，大島，甲府，横潰，熊谷人水戸，網代，徳島，長野

(甲府軍内)笹子，陸合，丹波山，五開 (横潰直内〉小田原，湯本 〈米子直内〉

佐摩，賀露 〈橿原直内〉郡山，河合，丹波市ー 〈岐阜直内〉白鳥，東横山，岩村

1 -'. ，宇都宮，米子，白河，西郷，松江，新潟，宇和島，潰田，東京，鹿児島

(字宮都)堀米y御厨 (米子直内〉青谷，日下，世，用ケ瀬，大茅、
〈松江匪内〉恵曇，大枇
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第 1園震度分布園

三 汚 地 震 の 験測結果報告

最大有感宇径は東方は 380粁，西方はそれよりも大き

く 664粁である。

備との地震の震度曲線(縦軸に震度，横軸に震央距離〉

を作り，他の被害地震と比較すれば昭和5年の北伊豆地

震よりも規模の小さいものと思はれる。各震度毎の最大

有感牟停は次の如くである。

V 42粁 M- 284粁

町、130粁 n 354粁

った。

とれらは何れも測候所のみの報告によるものであって'.uf[内観測所の震度はとの場合取扱はなか

2. 走時曲線，震源の深さ

各地の観測表をヨたに示すO

第二表観 涙.IJ 表

観 測 所

津

最大動振幅
鼓震時 1-，-'， 1 

N l' E. 1 .z 

時分秒L，m^~1 ‘件i pl 
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金 津
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潮 岬
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稚' ・内

旭 川

網走

青/島

fp波走時曲線

三河 地震 の験 測結果報告

観測結果に基、き 800粁までのP波走時曲線を霊くと次の如ぐである。之を和達，鷺坂，盆田三氏

のP波走時曲線と比較すると，震源の深さは数粁を越えないものと思、はれる。震央に最も接近せる

測候所の震失距離が 42折であるため震源の護震時は正確には分らないが約 3時 38分 22秒と怠は

れる O~倫震央は東径 137.0度，北緯 34.7度ゼうあるO

第 2 聞 p ?皮 走時曲線

20 

8810 

、、、

震央距離

叉P~Sーム曲線をつくカ，とれを.鷺坂，竹花二氏'V.')P"" Sーム曲線と比較した結果も，震源の

深さは矢張妻女粁を出ないものと思は.れるO

P波走時曲線， p--S→ぶ曲線の初れよりみても，震央距離 500粁以上Jとなると o粁の曲線に

比して多少登震時が遅くなっているo.

然し断唐の出現より考へでも，震源が地表に極めて近い事は明らかであり，その深さは.0粁と考

へて差支へないものと思、はれる。初動分布の特異なる黙よりしてP波の走時に何等かの影響があら

うかと想像されたが，特に指摘し得る程顕著なものは見嘗らない。 P波より柏、速度の遅い子波を観

測した事も考へられるが明らかでない。

- 59-
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験 震 時 報

3. 初動分布

各地に於ける P波初動の疎密分布，水平成分振幅分布園は次の如〈である;;13Pち矢印は水平動の

方向と大いさを表わし，黒白は上下動の押し，引きを表わしている。

三成分共明瞭に験測された教が少し特ぬ地理的保件による事もあるのであらうが，上下動の押

しの観測された測候所の敷が極めて少〈叉微弱のため明瞭でないものが多くて判然とはしないが，

一庭園の如き節線が引き得ると思、はれる。

第 3園 P波初動分布園

-・~ fO}島

/ 

賓地踏査その他の結果より，震央地域の隆起した事は明。

瞭なのであるから"震央付近で押し，その周園で引きとい

ふ事も考へられる。津，飯田，伊吹山，甲府，‘宇和島，飯

塚は上下動の押し引きは水平動の初動より推定したむので

あるo潮岬，岐阜は極めて微弱であてって徐り正確でない。

4. 官余震及び前震

1月中に起った前震及び官余震について，その概況をみる

ーと次の如くであるo 1月1 日より 13'日までに渥美濁付近に後生した地震は有感 6無感7合計 13で

あって，有感地震は 11日に 6回ありその中 1つは稀顕著地震 30は小直域地震であるO 無感地震

は 11日に 6回， 12日に 1回あった。有感無感共に 11日にのみ集中して後生しているO ヨえに本震後

一月聞に長ける色余震の活動朕況をみると有感 182，無感 461合計 643であるO

徐震回数の減衰は固にょうて明らかな如〈極めて順調で 第 4園 1月中の儀震回数

ある占

尚三河地震は東南海地震後一ヶ月を経て起ったものであ

るのち，東南海地震の徐震が活動しつつある最中であるか

ら，それらの中より三河地震のみの前震及び官余震を取出すー

¥ー事は著るしく困難であるから，範園を制限して渥美湾及び

回

数

ー一一一一 令 St
-ーーー 'i':~ 
q記...::e.:.J..;高~

O 

ー岡崎付近のみに起った地震を取扱οた。 1月中に於ける主

む徐震，規模別官余震回数，有感含余震等は表示せる如くであ

るO
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，三河J 地震の験測結果報告

第三表 主な会余震の表

種別 l日 間>f1. 震夫地名 I>JK~ 1北韓 l深サ

1 13 1 7 1 24 1岡崎市付近

j . 13 j 1}. I 51' j渥美湾北岸

1 13 I 19 I 58 I岡岐市付近 I137.1! 34.91 

1 14 ) 6 I 00 I知多濁北岸 I137. 0; 34. 91 

114 1 10 I 39 !控 美 湾 1137.判 34.713ο 

|;l::!;:l::1;;;:;l;;:;!;::l: 
1 14 1 22 1 14 1渥美濁北岸|川13釘7.1引134.8研2却ο 

T:、I ~;." 2: I ~: I :ア多ででfケナ1北司b
|Ji | i出 j礼!日;Lムぷ;引|LL; :l i iL孟副J山iぷλJ山iiJじ|ドぺo j 

| 守:I刊 1aviナ三二，f|-J-J 
;l;;l;;l;;l;;221;;;:J;;:;1O 
瀬 r16 1 22 1 36 1渥美湾

1.171111471岡崎市付近 1137. 11 34. 91 

1 19 1 3 I 1.8 I知多湾 I137.0: 34.8:' 0 

I '22' 1 15 I 41 1渥美湾北岸 1137.11 ?4.8; 

I 24' 1 3 1. 20 1渥美湾北岸 I137.11 34.8) 

l 28 1 71 091岡崎市付近 1137.11 ωi20 

、、 Jι 

， 

第四表規模別余震回数表

~有感ト
顛著I顕紺著I直小域I局設1小計

感計。

ト月 1115 4 6 

O 01 3 871I‘93Q01i 1741264 
.0 11 6 231 30: 511 81 

O 1 1 9 11 35 46 

1 O 2 4 7 22 29 
c 

17 。O 1 '1 2 26 28 

18 O O O 7 7 6 13 

19 O O 1 6 7 ・18 、25

20 O O O 4 4 9 13 

21 O O O 4 4 ・10 14 
/ 

22 O O 11 ，3 4 12 16 

23 O O 01 ¥ 0 O 8 8 

24 O O 1 2 3 12 15 

25 O O O O O 7 ザ 7
， 

26 O O O 2 2 3 5 。
27 O O O .0 O 5 5 

28 O O 1 O 1 4 5 ， 

29 O 01 0 H1  2 3 

30 O 2 2 5 7 

31 O O O O O O 3 

2月 1日 O O 01 ，0 O 7 7 

2 O O O O O 3 3 

3 O O O 2 2 6 8 

4 O O 01 ，0 O 5 5 

5 ー O O O 2 2 4 6 

6 O O 2 2 

7 O 01. 01 0 O 5 5 

8 O 01 1 O 1 6 7 

、 9 O O O 2 2 5 

10 O O O O O 3 3 

11 O O O O 。3 3 

12 O O O O 。3、 3 

看守

“~ 

合 計 1 2 18戸111821461[. 643 

日

月日
1 13 

第五表 1月中ーの有戚飴震表
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1月中に於ける官余震の中小区域地震以上の地震 20回比ついて，その分布をみる，と地域的には陸

地にあるものが大多数であるO 倫とれらの徐震は現地で観測したものではなく各地の報告により決

定したものであって，震央地域に於いては地震直後これ以上の含余震が護生したものと嘗然考代られ
¥¥  

るo 1荷量月より-3月末日に至る齢、震については地震研究所表博士の現地観測による報告がなされて

いる。最後陥常に御指導を賜る井上博士，庚野技官に厚〈御麓申し上げます0ヘ

~ 62-




